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肝機能障害 
肝臓の働きが低下することがあります。そのため、定期的に血液検査を行い、 

肝臓の働きを確認します。 

⇒お酒やサプリメント、健康食品でも肝臓の働きが低下することもあります。 

   服用中の方は、主治医に申し出て下さい。 

〈ご自身でわかる副作用〉 

悪心・嘔吐・食欲不振 
個人差の大きい副作用です。症状に合わせて吐き気止めを使います。ただし、水分もとれない 

場合は病院へ連絡して下さい。 

⇒食欲がなくても、水分はしっかりとるようにして下さい。 

下痢 
1 日 3 回以上の排便、もしくは明らかな排便回数の増加がみられた場合は、下痢止めを使用 

する場合があります。ただし、発熱・嘔吐などを伴う場合は病院へ連絡して下さい。 

⇒脱水を防ぐために、下痢または軟便の時は、水分をしっかりとりましょう。 

倦怠感 
治療開始 2、3 日後に症状があらわれることがあります。また、治療が継続することで徐々に 

出てくることもあります。症状が強い場合には、お薬で対応することがあります。 

⇒無理に動こうとせず、安静にして様子をみて下さい。 

口内炎  
治療開始 1 週間ほどで口の中や歯肉がしみる、ひりひりする、赤くなるといった症状が出るこ

とがあり、うがい薬や口腔用の軟膏を使うことがあります。痛くて食事がとれない場合は、病院

へ連絡して下さい。 

⇒こまめにうがいや歯みがきをして、口の中を清潔に保って下さい。 

色素沈着 
抗がん剤の影響で顔や手や足（特に指先や関節）、つめが黒くなることがあります。 

手足症候群 
手のひらや足の裏が赤くはれたり、ヒリヒリ・チクチクすることがあります。症状が強くなる

と、皮膚のひび割れや水ぶくれなど日常生活に支障をきたすおそれがあります。 

症状によっては抗がん剤の休薬が必要な場合もあります。 

⇒こまめに保湿剤を使って皮膚が乾燥しないように心がけましょう。 

流涙（涙目） 
涙が出たり、目の充血、目が痛い、目が乾く、目がかすむ、結膜炎などの症状があらわれる 

ことがあります。 

⇒症状が気になる場合は主治医にご相談下さい。 

症状によっては眼科治療を行う必要があります。 

高血圧 
血圧が上がることがあります。血圧が高いと頭痛をともなうことがあるので、場合によっては、

血圧を下げる薬を使うことがあります。 

⇒血圧は、毎日決まった時間に測定し、記録をつけていきましょう。 

 
 




